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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光を生成する光源と、
　前記光を上部方向にガイドする導光板と、
　前記光源を固定し、前記光源及び前記導光板の間で上部に放出される光を拡散させて上
部方向に提供する第１フレーム部材と、
　前記導光板を固定する第２及び第３フレーム部材と、
　前記導光板の下部に配置されて前記導光板の下部に放出される光を前記上部方向に反射
させる反射板と、
　前記導光板及び前記第１乃至第３フレーム部材の上部に配置されて前記第１フレーム部
材及び前記導光板から提供された前記光を拡散させ、前記上部方向に集光する光学シート
と、を含むバックライトユニット。
【請求項２】
　前記第１フレーム部材は、前記光源を固定する第１延長部を含み、
　第１方向で、前記導光板の一側の所定の領域は、前記第１延長部とオーバーラップされ
、
　前記第１延長部は、前記第１方向と垂直に交差する第２方向に延長される請求項１に記
載のバックライトユニット。
【請求項３】
　前記第１延長部は、
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　前記第２方向に長辺を有し、前記第１方向及び前記第２方向と垂直に交差する第３方向
に短辺を有し、前記第３方向に第１高さを有する第１＿１延長部と、
　前記第１＿１延長部の内面に連結され、前記第２方向に長辺を有し、前記第１方向に短
辺を有する第１＿２延長部と、
　前記第１＿２延長部に連結される第１傾斜部と、
　前記第１＿２延長部の下面に配置される第１反射部材と、を含み、
　前記第１方向で前記第１＿２延長部の一側面は、前記第１＿１延長部の上部で下部に前
記第１高さより小さい第２高さだけ離隔されて前記第１＿１延長部の内面に連結され、前
記第１＿２延長部の他側面は、前記第１傾斜部の一側面に連結され、前記第１傾斜部の他
側面は、前記第１方向を基準に下部に所定の角度に傾いた傾斜面に形成される請求項２に
記載のバックライトユニット。
【請求項４】
　前記光源は、前記第１＿２延長部の下部で前記第１＿１延長部の内面に連結され、前記
第１方向で前記第１＿２延長部の所定の領域及び前記第１傾斜部は、前記導光板の前記一
側の所定の領域とオーバーラップされるように配置される請求項３に記載のバックライト
ユニット。
【請求項５】
　前記第１＿２延長部は、
　樹脂モールド部材と、
　前記樹脂モールド部材に収容され、前記樹脂モールド部材と異なる屈折率を有する複数
の拡散部材と、を含む請求項３に記載のバックライトユニット。
【請求項６】
　前記樹脂モールド部材は、ポリカーボネートを含み、前記拡散部材は、複数のシリコン
粒子を含む請求項５に記載のバックライトユニット。
【請求項７】
　前記拡散部材の粒子数は、１３０００００／ｍｍ3乃至２００００００／ｍｍ3に形成さ
れる請求項５に記載のバックライトユニット。
【請求項８】
　前記第１方向で前記光源と前記導光板の一側面は、第１距離を置いて配置され、
　前記第１反射部材は、前記第１方向に、前記導光板の前記一側面から前記光源が配置さ
れた側へと前記第１距離の半分に対応する第２距離だけ延長され、前記導光板の前記一側
面から、前記光源が配置された側とは反対の側へと、前記第２距離より大きい第３距離だ
け延長される請求項３に記載のバックライトユニット。
【請求項９】
　前記導光板の下面に配置されて入射された光を上部方向に反射及び拡散させ、複数の行
及び列に配列された複数の散乱パターンをさらに含む請求項１に記載のバックライトユニ
ット。
【請求項１０】
　前記第１、第２、及び第３フレーム部材は、ポリカーボネートを含む請求項１に記載の
バックライトユニット。
                                                                                
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はバックライトユニット及びそれを含む表示装置に関し、より詳細には表示パネ
ルの表示領域を拡張させることができるバックライトユニット及びそれを含む表示装置に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、液晶表示装置（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ
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）、エレクトロ・ウェッティング表示装置（Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ｗｅｔｔｉｎｇ　Ｄｉｓｐ
ｌａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ）、及び電氣泳動表示装置（Ｅｌｅｃｔｒｏｐｈｏｒｅｔｉｃ　Ｄ
ｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ）等のように多様な表示装置が開発されている。
【０００３】
　一般的な表示装置は映像を生成する表示パネル及び表示パネルに光を供給するバックラ
イトユニットを含む。表示パネルはバックライトユニットから提供された光の透過率を調
節して映像を表示する。
【０００４】
　バックライトユニットは表示パネルの側面から表示パネルに光を供給するエッジ形及び
表示パネルの下部から表示パネルに光を供給する直下形に区分され得る。エッジ形のバッ
クライトユニットは光を生成する光源及び光の方向をガイドする導光板を含む。導光板は
表示パネルの下部に配置される。光源は導光板の一側面と対向するように配置される。光
源で生成される光は導光板に提供される。導光板は光源から提供された光を表示パネルが
配置された方向にガイドする。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】米国特許第８，３７３，８１９号公報
【特許文献２】米国特許第８，４００，５８２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は表示パネルの表示領域を拡張させることができるバックライトユニット
及びそれを含む表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の実施形態によるバックライトユニットは、光を生成する光源と、前記光を上部
方向にガイドする導光板と、前記光源を固定し、前記光源及び前記導光板の間で上部に放
出される光を拡散させて上部方向に提供する第１フレーム部材と、前記導光板を固定する
第２及び第３フレーム部材と、前記導光板の下部に配置されて前記導光板の下部に放出さ
れる光を前記上部方向に反射させる反射板と、前記導光板及び前記第１乃至第３フレーム
部材の上部に配置されて前記第１フレーム部材及び前記導光板から提供された前記光を拡
散させ、平面と垂直になる上部方向に集光する光学シートと、を含む。
【０００８】
　前記第１フレーム部材は、前記光源を固定する第１延長部を含み、第１方向で前記導光
板の一側の所定の領域は前記第１延長部とオーバーラップされ、前記第１延長部は前記第
１方向と垂直に交差する第２方向に延長される。
【０００９】
　前記第１延長部は、前記第２方向に長辺を有し、前記第１方向及び前記第２方向と垂直
に交差する第３方向に短辺を有し、前記第３方向に第１高さを有する第１＿１延長部と、
前記第１＿１延長部の内面に連結され、前記第２方向に長辺を有し、前記第１方向に短辺
を有する第１＿２延長部と、前記第１＿２延長部に連結される第１傾斜部と、前記第１＿
２延長部の下面に配置される第１反射部材と、を含み、前記第１方向で前記第１＿２延長
部の一側面は前記第１＿１延長部の上部で下部に前記第１高さより小さい第２高さぐらい
離隔されて前記第１＿１延長部の内面に連結され、前記第１＿２延長部の他側面は前記第
１傾斜部の一側面に連結され、前記第１傾斜部の他側面は前記第１方向を基準に下部に所
定の角度に傾いた傾斜面に形成される。
【００１０】
　前記光源は、前記第１＿２延長部の下部で前記第１＿１延長部の内面に連結され、前記
第１方向で前記第１＿２延長部の所定の領域及び前記第１傾斜部は前記導光板の前記一側
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の所定の領域とオーバーラップされるように配置される。
【００１１】
　前記第１＿２延長部は、樹脂モールド部材と、前記樹脂モールド部材に収容され、前記
樹脂モールド部材と異なる屈折率を有する複数の拡散部材と、を含む。
【００１２】
　前記樹脂モールド部材は、ポリカーボネートを含み、前記拡散部材は複数のシリコン粒
子を含み、前記拡散部材の粒子数は、１３０００００／ｍｍ３乃至２００００００／ｍｍ
３に形成される。
【００１３】
　前記第１方向で前記光源と前記導光板の一側面は第１距離を置いて配置され、前記第１
反射部材は、前記第１方向に前記導光板の前記一側面から前記光源が配置された方向に前
記第１距離がの半分に対応される第２距離ぐらい延長され、前記導光板の前記一側面から
前記光源が配置された方向と反対方向に前記第２距離より大きい第３距離ぐらい延長され
る。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明のバックライトユニット及びそれを含む表示装置は表示パネルの表示領域を拡張
させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の実施形態による表示装置の分解斜視図である。
【図２】図１に図示された保護部材に収容されるフレーム部材を示した図面である。
【図３】図２に図示された第２フレーム部材及び第３フレーム部材の結合された状態の断
面を示した図面である。
【図４】図２に図示されたフレーム部材が保護部材に収容された状態でフレーム部材の上
部平面を示した図面である。
【図５】図２に図示されたフレーム部材が図１に図示された保護部材に収容された状態で
図１に図示されたＩ－Ｉ’線の断面図である。
【図６】図５に図示されたＩ－Ｉ’線の断面で光の進行経路を示した図面である。
【図７】多様な拡散部材の密度にしたがう出力を表示したグラフである。
【図８Ａ】図２で図示された第１＿２延長部及び第１傾斜部を上部方向に透過する光を示
した図面である。
【図８Ｂ】図８Ａに図示された第１＿２延長部及び第１傾斜部に対応される表示パネルの
第１領域を示した図面である。
【図９Ａ】第１傾斜部が無い場合、第１＿２延長部を上部方向に透過する光を示した図面
である。
【図９Ｂ】図９Ａに図示された第１＿２延長部に対応される表示パネルの第２領域を示し
た図面である。
【図１０】図２に図示されたフレーム部材が図１に図示された保護部材に収容された状態
で図１に図示されたＩＩ－ＩＩ’線の断面図である。
【図１１】図２に図示された第３フレーム部材に図１に図示された導光板を安着させた状
態の上部平面を示した図面である。
【図１２】図１に図示された導光板の下部に配置された散乱パターンを平面上で示す図面
である。
【図１３】図１に図示された導光板の下部に配置された散乱パターンを平面上で示す図面
である。
【図１４】図１０に図示されたＩＩ－ＩＩ’線の断面で光の進行経路を示した図面である
。
【図１５】本発明の他の実施形態による表示装置の第３フレーム部材を示した図面である
。
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【図１６】本発明の他の実施形態による表示装置の第３フレーム部材を示した図面である
。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本発明の長所及び特徴、そしてそれらを達成する方法は添付される図面と共に詳細に後
述されている実施形態を参照すれば、明確になる。しかし、本発明は以下で開示される実
施形態に限定されることではなく、互に異なる多様な形態に具現され得り、単なる本実施
形態は本発明の開示が完全になるようにし、本発明が属する技術分野で通常の知識を有す
る者に発明の範疇を完全に知らせるために提供されることであり、本発明は請求項の範疇
によって定義されるだけである。明細書の全体に掛けて同一参照符号は同一構成要素を称
する。
【００１７】
　素子（ｅｌｅｍｅｎｔｓ）又は層が他の素子又は層の“上（ｏｎ）”又は“うえ（ｏｎ
）”であると指称されることは他の素子又は層の直ちに上のみならず、中間に他の層又は
他の素子を介在した場合を全て含む。反面、素子が“直接の上（ｄｉｒｅｃｔｌｙ　ｏｎ
）”又は“直ちに上”と指称されることは中間に他の素子又は層を介在しないことを示す
。“及び／又は”は言及されたアイテムの各々及び１つ以上のすべての組合を含む。
【００１８】
　空間的に相対的な用語である“下（ｂｅｌｏｗ）”、“下（ｂｅｎｅａｔｈ）”、“下
部（ｌｏｗｅｒ）”、“上（ａｂｏｖｅ）”、“上部（ｕｐｐｅｒ）”等は図面に図示さ
れているように１つの素子又は構成要素と異なる素子又は構成要素との相関関係を容易に
説明するために使用され得る。空間的に相対的な用語は図面に図示されている方向に加え
て使用の時又は動作の時に素子の互に異なる方向を含む用語として理解しなければならな
い。明細書の全体に掛けて同一参照符号は同一構成要素を称する。
【００１９】
　たとえ第１、第２等が多様な素子、構成要素及び／又はセクションを叙述するために使
用されるが、これらの素子、構成要素及び／又はセクションはこれらの用語によって制限
されないことは勿論である。これらの用語は単なる１つの素子、構成要素又はセクション
を他の素子、構成要素又はセクションと区別するために使用することである。したがって
、以下で言及される第１素子、第１構成要素又は第１セクションは本発明の技術的思想内
で第２素子、第２構成要素又は第２セクションであり得ることは勿論である。
【００２０】
　本明細書で記述する実施形態は本発明の理想的な概略図である平面図及び断面図を参考
して説明される。したがって、製造技術及び／又は許容誤差等によって例示図の形態が変
形され得る。したがって、本発明の実施形態は図示された特定形態に制限されることでは
なく、製造工程によって生成される形態の変化も含むことである。したがって、図面で例
示された領域は概略的な属性を有し、図面で例示された領域の模様は素子の領域の特定形
態を例示するためのことであり、発明の範疇を制限するためのことではない。
【００２１】
　以下、添付された図面を参照して本発明の望ましい実施形態をより詳細に説明する。
【００２２】
　図１は本発明の実施形態による表示装置の分解斜視図である。図２は図１に図示された
保護部材に収容されるフレーム部材を示した図面である。図３は図２に図示された第２フ
レーム部材及び第３フレーム部材の結合された状態の断面を示した図面である。図４は図
２に図示されたフレーム部材が保護部材に収容された状態でフレーム部材の上部平面を示
した図面である。
【００２３】
　図１、図２、図３、及び図４を参照すれば、本発明の実施形態による表示装置６００は
表示パネル１００、表示パネル１００に光を提供するバックライトユニットＢＬＵ、及び
表示パネル１００とバックライトユニットＢＬＵとを収容し、保護する保護部材１０を含
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む。
【００２４】
　表示パネル１００は平面上で長方形状を有することができる。表示パネル１００は第１
方向Ｄ１に長辺を有し、平面上で第１方向Ｄ１と垂直に交差する第２方向Ｄ２に短辺を有
する。以下、第１方向Ｄ１及び第２方向Ｄ２と概ね垂直に交差する方向は第３方向Ｄ３と
して定義され得る。即ち、第３方向Ｄ３は平面と概ね垂直になる方向として定義され得る
。表示パネル１００はバックライトユニットＢＬＵから提供された光の透過率を調節して
映像を表示する。
【００２５】
　表示パネル１００は液晶表示パネル（ｌｉｑｕｉｄ　ｃｒｙｓｔａｌ　ｄｉｓｐｌａｙ
　ｐａｎｅｌ）、電氣泳動表示パネル（ｅｌｅｃｔｒｏｐｈｏｒｅｔｉｃ　ｄｉｓｐｌａ
ｙ　ｐａｎｅｌ）、又はエレクトロ・ウェッティング表示パネル（ｅｌｅｃｔｒｏｗｅｔ
ｔｉｎｇ　ｄｉｓｐｌａｙ　ｐａｎｅｌ）等であり得る。
【００２６】
　例示的な実施形態として本発明の表示パネル１００は液晶表示パネルであり得る。液晶
表示パネル１００は第１基板（図示せず）、第１基板と対向するように配置された第２基
板（図示せず）、及び第１基板と第２基板との間に配置された液晶層（図示せず）を包含
することができる。
【００２７】
　バックライトユニットＢＬＵは表示パネル１００の後方に配置される。バックライトユ
ニットＢＬＵは光を生成する。バックライトユニットＢＬＵで生成された光は表示パネル
１００へ提供される。前述したように、表示パネル１００へ提供された光の透過率が調節
されて映像が表示される。
【００２８】
　バックライトユニットＢＬＵは光学シート２００、導光板３００、光源４００、反射板
５００、及びフレーム部材ＦＲ１、ＦＲ２、ＦＲ３を含む。
【００２９】
　光学シート２００は表示パネル１００の下部に配置される。光学シート２００は第１フ
レーム部材ＦＲ１及び導光板３００から提供される光を拡散させ、平面と概ね垂直になる
上部方向に集光する。
【００３０】
　光学シート２００は表示パネル１００の下部に配置されるプリズムシート（図示せず）
及びプリズムシートの下部に配置される拡散シート（図示せず）を含む。拡散シートは導
光板から提供される光を拡散させる役割を果たし得る。プリズムシートは拡散シートで拡
散された光を上部方向に集光する役割を果たし得る。プリズムシートを通過した光は概ね
垂直に進行されて均一な輝度分布を有し、表示パネル１００へ提供され得る。
【００３１】
　導光板３００及び光源４００は光学シート２００の下部に配置される。導光板３００の
一側面３００ａ（図１）は光源４００と対向するように配置される。光源４００は表示装
置６００の一側に配置される。光源４００は光を生成する。導光板３００は光源４００で
生成された光を表示パネル１００が配置された上部方向にガイドして光学シート２００へ
提供する。
【００３２】
　光源４００は基板ＳＵＢ及び基板ＳＵＢ上に実装された複数の光源ユニットＬＳＵを含
む。基板ＳＵＢは少なくとも１つの絶縁層（図示せず）と少なくとも１つの回路層（図示
せず）を含む。
【００３３】
　光源ユニットＬＳＵは基板ＳＵＢの回路層から調光信号及び駆動電圧を受信して光を生
成する。光源ユニットＬＳＵは第２方向Ｄ２に互いに所定の間隔を置いて離隔されて配置
される。光源ユニットＬＳＵは導光板３００の一側面３００ａと対向するように配置され
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て導光板３００に光を放出する。
【００３４】
　導光板３００は光源ユニットＬＳＵに隣接して配置される。導光板３００は光源ユニッ
トＬＳＵから供給される光がバックライトユニットＢＬＵの上部に配置された表示パネル
（図示せず）に向かうように前記光の進行方向を変更する。
【００３５】
　反射板５００は導光板３００の下部に配置される。反射板５００は導光板３００の下部
に放出される光を上部方向に反射させる。
【００３６】
　フレーム部材ＦＲ１、ＦＲ２、ＦＲ３は樹脂モールドのような材質で構成されることが
できる。また、フレーム部材ＦＲ１、ＦＲ２、ＦＲ３は光透過性物質で構成されることが
できる。例えば、フレーム部材ＦＲ１、ＦＲ２、ＦＲ３はポリカーボネート（ｐｏｌｙｃ
ａｒｂｏｎａｔｅ）を包含することができる。
【００３７】
　フレーム部材ＦＲ１、ＦＲ２、ＦＲ３は第１フレーム部材ＦＲ１、第２フレーム部材Ｆ
Ｒ２、及び第３フレーム部材ＦＲ３を含む。
【００３８】
　光源４００は第１フレーム部材ＦＲ１に連結されて固定される。第１フレーム部材ＦＲ
１は光源４００と導光板３００との間で上部に放出される光を拡散させて上部方向に提供
する。
【００３９】
　第２フレーム部材ＦＲ２及び第３フレーム部材ＦＲ３は導光板３００を固定する。光学
シート２００は第３フレーム部材ＦＲ３に安着される。このような構成は以下、図５及び
図１０を参照して詳細に説明される。
【００４０】
　図４に示すように、第１フレーム部材ＦＲ１は第１方向Ｄ１側の保護部材１０の一側の
内面１０ａ（図１）に配置される。つまり、第１フレーム部材ＦＲ１は、保護部材１０の
２つの短辺のうち一方の短辺の内面１０ａ（図１）に配置される。第２フレーム部材ＦＲ
２は第１方向Ｄ１側の保護部材１０の他側の内面１０ｃ（図１）及び第２方向Ｄ２側の保
護部材１０の両側の内面１０ｂ、１０ｄ（図１）に配置される。つまり、第２フレーム部
材ＦＲ２は、図４に示すようにコの字状の形状を有しており、第１フレーム部材ＦＲ１が
配置されていない保護部材１０の短辺１０ｃ（図１）及び長辺の内面１０ｂ、１０ｄ（図
１）にコの字状に配置される。第３フレーム部材ＦＲ３は第２フレーム部材ＦＲ２の下部
に配置される。第３フレーム部材ＦＲ３は第２フレーム部材ＦＲ２とオーバーラップされ
るように配置される。
【００４１】
　図４に示したように、第２フレーム部材ＦＲ２は、第１方向Ｄ１側において第１フレー
ム部材ＦＲ１に隣接するように配置される。第３フレーム部材ＦＲ３は第２フレーム部材
ＦＲ２とオーバーラップされるように配置されるので、図４で第３フレーム部材ＦＲ３は
図示されない。しかし、第３フレーム部材ＦＲ３も第１方向Ｄ１側において第１フレーム
部材ＦＲ１に隣接するように配置される。
【００４２】
　第１フレーム部材ＦＲ１は第２方向Ｄ２に沿って延長される第１延長部ＥＸ１を含む。
第１延長部ＥＸ１の外面は保護部材１０の一側の内面に接触されるように配置される。こ
のような構成は以下、図５を参照して詳細に説明される。
【００４３】
　第２フレーム部材ＦＲ２は第２延長部ＥＸ２、第３延長部ＥＸ３、及び第４延長部ＥＸ
４を含む。第２延長部ＥＸ２は第２方向Ｄ２に沿って延長され、第１延長部ＥＸ１と対向
するように配置される。
【００４４】
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　第３延長部ＥＸ３及び第４延長部ＥＸ４は第２延長部ＥＸ２の両端に連結され、第１方
向Ｄ１に沿って延長されて第１延長部ＥＸ１の両端に隣接するように配置される。具体的
に、第３延長部ＥＸ３の一側ＥＸ３ａ（図２）及び第４延長部ＥＸ４の一側ＥＸ４ａ（図
２）は、第１方向Ｄ１側の方向において第１延長部ＥＸ１の両端に隣接するように配置さ
れる。第３延長部ＥＸ３の他側ＥＸ３ｂ（図２）及び第４延長部ＥＸ４の他側ＥＸ４ｂ（
図２）は、第１方向Ｄ１側の方向において第２延長部ＥＸ２の両端に連結される。第３延
長部ＥＸ３及び第４延長部ＥＸ４は互いに対向するように配置される。
【００４５】
　第２延長部ＥＸ２の外面は保護部材１０の他側、つまり保護部材１０の２つの短辺のう
ち第１延長部ＥＸ１が配置される短辺と対向する短辺側の内面１０ｃ（図１）に接触され
るように配置される。第３延長部ＥＸ３の外面及び第４延長部ＥＸ４の外面は各々第２方
向Ｄ２に側の保護部材１０の２つの長辺の両側の内面１０ｂ、１０ｄ（図１）に配置され
る。このような構成は以下、図１０を参照して詳細に説明される。
【００４６】
　第３フレーム部材ＦＲ３は第５延長部ＥＸ５、第６延長部ＥＸ６、及び第７延長部ＥＸ
７を含む。第５延長部ＥＸ５は第２方向Ｄ２に沿って延長される。
【００４７】
　第６延長部ＥＸ６及び第７延長部ＥＸ７は第５延長部ＥＸ５の両端に連結され、第１方
向Ｄ１に沿って延長されて第１延長部ＥＸ１の両端に隣接するように配置される。具体的
に、第６延長部ＥＸ６の一側ＥＸ６ａ（図２）及び第７延長部ＥＸ７の一側ＥＸ７ａ（図
２）は、第１方向Ｄ１側の方向において第１延長部ＥＸ１の両端に隣接するように配置さ
れる。第６延長部ＥＸ６の他側ＥＸ６ｂ（図２）及び第７延長部ＥＸ７の他側ＥＸ７ｂ（
図２）は、第１方向Ｄ１側の方向において第５延長部ＥＸ５の両端に連結される。第６延
長部ＥＸ６及び第７延長部ＥＸ７は互いに対向するように配置される。
【００４８】
　第５延長部ＥＸ５は第２延長部ＥＸ２の下部に配置され、第２延長部ＥＸ２とオーバー
ラップされるように配置される。第６延長部ＥＸ６及び第７延長部ＥＸ７は各々対応する
第３延長部ＥＸ３及び第４延長部ＥＸ４の下部に配置されて第３延長部ＥＸ３及び第４延
長部ＥＸ４とオーバーラップされるように配置される。
【００４９】
　第１方向Ｄ１で導光板３００の一側３００ａ（図１）の所定の領域は第１延長部ＥＸ１
とオーバーラップされ、第２及び第３フレーム部材ＦＲ２、ＦＲ３とオーバーラップされ
ない。このような構成は以下、図５、図１０、及び図１１を参照して詳細に説明される。
【００５０】
　第１延長部ＥＸ１は第１＿１延長部ＥＸ１＿１、第１＿２延長部ＥＸ１＿２、第１傾斜
部ＳＰ１、及び第１反射部材ＲＦ１を含む。第１＿１延長部ＥＸ１＿１、第１＿２延長部
ＥＸ１＿２、第１傾斜部ＳＰ１、及び第１反射部材ＲＦ１は第２方向Ｄ２に沿って延長さ
れる。
【００５１】
　第１＿１延長部ＥＸ１＿１は、第２方向Ｄ２に沿った長辺を有し、第３方向Ｄ３に沿っ
た短辺を有する。第１＿２延長部ＥＸ１＿２は第２方向Ｄ２に沿った長辺を有し、第１方
向Ｄ１に沿った短辺を有する。
【００５２】
　第１方向Ｄ１側において、第１＿２延長部ＥＸ１＿２の一側面ＥＸ１＿２ａ（図２）、
つまり第１＿２延長部ＥＸ１＿２のうち第１＿１延長部ＥＸ１＿１と隣接した状態で対向
して第２方向Ｄ２に沿って延びる側ＥＸ１＿２ａ（図２）は、第１＿１延長部ＥＸ１＿１
の内面に連結される。例示的な実施形態として、第２方向Ｄ２に沿って延びる第１＿２延
長部ＥＸ１＿２の一側面ＥＸ１＿２ａ（図２）は、第１＿１延長部ＥＸ１＿１の内面に概
ね垂直に配置されて第１＿１延長部ＥＸ１＿１の内面に連結され得る。
【００５３】
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　第１方向Ｄ１側において、第１＿２延長部ＥＸ１＿２の他側面ＥＸ１＿２ｂ（図２）、
つまり第１＿２延長部ＥＸ１＿２のうち第１＿１延長部ＥＸ１＿１と離隔して第２方向Ｄ
２に沿って延びる側ＥＸ１＿２ｂ（図２）は、第１傾斜部ＳＰ１の一側面ＳＰ１ａ（図２
）に連結される。第１傾斜部ＳＰ１は第１方向Ｄ１に沿った所定の傾斜面を有する。具体
的に、第１傾斜部ＳＰ１の他側面ＳＰ１ｂ（図２）、つまり第１傾斜部ＳＰ１の一側面Ｓ
Ｐ１ａ（図２）とは反対側の面ＳＰ１ｂ（図２）は、第１方向Ｄ１を基準に図２中の下部
に所定の角度に傾いた傾斜面で形成される。図２に示すように、第１反射部材ＲＦ１は第
１＿２延長部ＥＸ１＿２の下面に配置される。
【００５４】
　第２延長部ＥＸ２は第２＿１延長部ＥＸ２＿１、第２＿２延長部ＥＸ２＿２、及び第２
傾斜部ＳＰ２を含む。第２＿１延長部ＥＸ２＿１、第２＿２延長部ＥＸ２＿２、及び第２
傾斜部ＳＰ２は第２方向Ｄ２に沿って延長される。
【００５５】
　第２＿１延長部ＥＸ２＿１は第１＿１延長部ＥＸ１＿１と対向するように配置される。
第２＿１延長部ＥＸ２＿１は第２方向Ｄ２に沿った長辺を有し、第３方向Ｄ３に沿った短
辺を有する。第２＿２延長部ＥＸ２＿２は第２方向Ｄ２に沿った長辺を有し、第１方向Ｄ
１に沿った短辺を有する。
【００５６】
　第１方向Ｄ１側において、第２＿２延長部ＥＸ２＿２の一側面ＥＸ２＿２ａ（図２）は
第２＿１延長部ＥＸ２＿１の内面に連結される。例示的な実施形態として第２＿２延長部
ＥＸ２＿２の一側面ＥＸ２＿２ａ（図２）は第２＿１延長部ＥＸ２＿１の内面に概ね垂直
に配置されて第２＿１延長部ＥＸ２＿１の内面に連結され得る。
【００５７】
　第１方向Ｄ１側において、第２＿２延長部ＥＸ２＿２の他側面ＥＸ２＿２ｂ（図２）は
第２傾斜部ＳＰ２の一側面ＳＰ２ａ（図２）に連結される。第２傾斜部ＳＰ２は第１方向
Ｄ１に沿った所定の傾斜面を有する。具体的に、第２傾斜部ＳＰ２の他側面ＳＰ２ｂ（図
２）は、第１方向Ｄ１を基準に下部に所定の角度に傾いた傾斜面で形成される。
【００５８】
　第３延長部ＥＸ３は第３＿１延長部ＥＸ３＿１、第３＿２延長部ＥＸ３＿２、及び第３
傾斜部ＳＰ３を含む。第３＿１延長部ＥＸ３＿１、第３＿２延長部ＥＸ３＿２、及び第３
傾斜部ＳＰ３は第１方向Ｄ１に沿って延長される。
【００５９】
　第３＿１延長部ＥＸ３＿１は第１方向Ｄ１に沿った長辺を有し、第３方向Ｄ３に沿った
短辺を有する。第３＿２延長部ＥＸ３＿２は第１方向Ｄ１に沿った長辺を有し、第２方向
Ｄ２に沿った短辺を有する。
【００６０】
　第２方向Ｄ２側において、第３＿２延長部ＥＸ３＿２の一側面ＥＸ３＿２ａ（図２）は
第３＿１延長部ＥＸ３＿１の内面に連結される。例示的な実施形態として、第３＿２延長
部ＥＸ３＿２の一側面ＥＸ３＿２ａ（図２）は第３＿１延長部ＥＸ３＿１の内面に概ね垂
直に配置されて第３＿１延長部ＥＸ３＿１の内面に連結され得る。
【００６１】
　第２方向Ｄ２側において、第３＿２延長部ＥＸ３＿２の他側面ＥＸ３＿２ｂ（図２）は
第３傾斜部ＳＰ３の一側面ＳＰ３ａ（図２）に連結される。第３傾斜部ＳＰ３は第２方向
Ｄ２に所定の傾斜面を有する。具体的に、第３傾斜部ＳＰ３の他側面ＳＰ３ｂ（図２）は
第２方向Ｄ２を基準に下部に所定の角度に傾いた傾斜面で形成される。
【００６２】
　第４延長部ＥＸ４は第４＿１延長部ＥＸ４＿１、第４＿２延長部ＥＸ４＿２、及び第４
傾斜部ＳＰ４を含む。第４＿１延長部ＥＸ４＿１、第４＿２延長部ＥＸ４＿２、及び第４
傾斜部ＳＰ４は第１方向Ｄ１に沿って延長される。
【００６３】
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　第４＿１延長部ＥＸ４＿１は第１方向Ｄ１に沿った長辺を有し、第３方向Ｄ３に沿った
短辺を有する。第４＿２延長部ＥＸ４＿２は第１方向Ｄ１に沿った長辺を有し、第２方向
Ｄ２に沿った短辺を有する。
【００６４】
　第２方向Ｄ２側において、第４＿２延長部ＥＸ４＿２の一側面ＥＸ４＿２ａ（図２）は
第４＿１延長部ＥＸ４＿１の内面に連結される。例示的な実施形態として、第４＿２延長
部ＥＸ４＿２の一側面ＥＸ４＿２ａ（図２）は第４＿１延長部ＥＸ４＿１の内面に概ね垂
直に配置されて第４＿１延長部ＥＸ４＿１の内面に連結され得る。
【００６５】
　第２方向Ｄ２側において、第４＿２延長部ＥＸ４＿２の他側面ＥＸ４＿２ｂ（図２）は
第４傾斜部ＳＰ４の一側面ＳＰ４ａ（図２）に連結される。第４傾斜部ＳＰ４は第２方向
Ｄ２に沿った所定の傾斜面を有する。具体的に、第４傾斜部ＳＰ４の他側面ＳＰ４ｂ（図
２）は第２方向Ｄ２を基準に下部に所定の角度に傾いた傾斜面で形成される。
【００６６】
　第３＿１延長部ＥＸ３＿１及び第４＿１延長部ＥＸ４＿１、第３＿２延長部ＥＸ３＿２
及び第４＿２延長部ＥＸ４＿２、そして第３傾斜部ＳＰ３及び第４傾斜部ＳＰ４は互いに
対向するように配置される。
【００６７】
　第５延長部ＥＸ５は第５＿１延長部ＥＸ５＿１及び第５＿２延長部ＥＸ５＿２を含む。
第５＿１延長部ＥＸ５＿１及び第５＿２延長部ＥＸ５＿２は第２方向Ｄ２に沿って延長さ
れる。
【００６８】
　第５＿１延長部ＥＸ５＿１は第２方向Ｄ２に沿った長辺を有し、第３方向Ｄ３に沿った
短辺を有する。第５＿２延長部ＥＸ５＿２は第２方向Ｄ２に沿った長辺を有し、第１方向
Ｄ１に沿った短辺を有する。第５＿２延長部ＥＸ５＿２は第５＿１延長部ＥＸ５＿１の内
面の下部に連結される。
【００６９】
　第６延長部ＥＸ６は第６＿１延長部ＥＸ６＿１及び第６＿２延長部ＥＸ６＿２を含む。
第６＿１延長部ＥＸ６＿１及び第６＿２延長部ＥＸ６＿２は第１方向Ｄ１に沿って延長さ
れる。
【００７０】
　第６＿１延長部ＥＸ６＿１は第１方向Ｄ１に沿った長辺を有し、第３方向Ｄ３に沿った
短辺を有する。第６＿２延長部ＥＸ６＿２は第１方向Ｄ１に沿った長辺を有し、第２方向
Ｄ２に沿った短辺を有する。第６＿２延長部ＥＸ６＿２は第６＿１延長部ＥＸ６＿１の内
面の下部に連結される。
【００７１】
　第７延長部ＥＸ７は第７＿１延長部ＥＸ７＿１及び第７＿２延長部ＥＸ７＿２を含む。
第７＿１延長部ＥＸ７＿１及び第７＿２延長部ＥＸ７＿２は第１方向Ｄ１に沿って延長さ
れる。
【００７２】
　第７＿１延長部ＥＸ７＿１は第１方向Ｄ１に沿った長辺を有し、第３方向Ｄ３に沿った
短辺を有する。第７＿２延長部ＥＸ７＿２は第１方向Ｄ１に沿った長辺を有し、第２方向
Ｄ２に沿った短辺を有する。第７＿２延長部ＥＸ７＿２は第７＿１延長部ＥＸ７＿１の内
面の下部に連結される。
【００７３】
　第６＿１延長部ＥＸ６＿１と第７＿１延長部ＥＸ７＿１及び第６＿２延長部ＥＸ６＿２
と第７＿２延長部ＥＸ７＿２は互いに対向するように配置される。
【００７４】
　第５＿２延長部ＥＸ５＿２、第６＿２延長部ＥＸ６＿２、及び第７＿２延長部ＥＸ７＿
２は各々第５＿１延長部ＥＸ５＿１の内面、第６＿１延長部ＥＸ６＿１の内面、及び第７
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＿１延長部ＥＸ７＿１の内面に各々概ね垂直に配置され得る。
【００７５】
　図３に示したように、第５＿１延長部ＥＸ５＿１の上面ＥＸ５－１ｔ（図３）及び外面
ＥＸ５－１ｏ（図３）は、第２＿２延長部ＥＸ２＿２の下面ＥＸ２＿２ｕ（図３）及び第
２＿２延長部ＥＸ２＿２の下部で第２＿１延長部ＥＸ２＿１の内面ＥＸ２＿１ｉ（図３）
に配置される。
【００７６】
　説明を簡単にするため図３には図２に図示されたＩＩＩ－ＩＩＩ’線の断面のみが図示
された。しかし、第６＿１延長部ＥＸ６＿１及び第７＿１延長部ＥＸ７＿１も第５＿１延
長部ＥＸ５＿１と類似した状態で配置される。例えば、第６＿１延長部ＥＸ６＿１の上面
及び外面は第３＿２延長部ＥＸ３＿２の下面及び第３＿２延長部ＥＸ３＿２の下部で第３
＿１延長部ＥＸ３＿１の内面に配置される。また、第７＿１延長部ＥＸ７＿１の上面及び
外面は第４＿２延長部ＥＸ４＿２の下面及び第４＿２延長部ＥＸ４＿２の下部で第４＿１
延長部ＥＸ４＿１の内面に配置される。
【００７７】
　図５は、図２に図示されたフレーム部材が図１に図示された保護部材に収容された状態
において図１に図示されたＩ－Ｉ’線の断面図である。
【００７８】
　図５を参照すれば、表示パネル１００、光学シート２００、導光板３００、光源４００
、反射板５００、及び第１フレーム部材ＦＲ１は保護部材１０に収容される。
【００７９】
　前述したように、表示パネル１００の下部に光学シート２００が配置され、光学シート
２００の下部に導光板３００が配置され、導光板３００の下部に反射板５００が配置され
る。また、導光板３００の一側面３００ａ（図５）は光源４００と対向するように配置さ
れる。
【００８０】
　表示パネル１００、光学シート２００、導光板３００、光源４００、及び反射板５００
の構成は先に詳細に説明したので、説明を省略する。
【００８１】
　第１延長部ＥＸ１の第１＿１延長部ＥＸ１＿１の外面は第１方向Ｄ１に保護部材１０の
一側の内面１０ａ（図５）に接触されるように配置される。第１＿１延長部ＥＸ１＿１は
第３方向Ｄ３に第１高さＨ１を有する。
【００８２】
　第１＿２延長部ＥＸ１＿２は、第３方向Ｄ３において、第１＿１延長部ＥＸ１＿１の上
部から下部に第２高さＨ２ぐらい離隔されて第１＿１延長部ＥＸ１＿１の内面に連結され
る。第２高さＨ２は第１高さＨ１より小さい値を有する。
【００８３】
　第１＿２延長部ＥＸ１＿２の上面と導光板３００の上面との間の高さ差は第３高さＨ３
として定義され得る。第３高さＨ３は第２高さＨ２より小さい値を有する。
【００８４】
　光源４００は、第１＿２延長部ＥＸ１＿２の下部で第１＿１延長部ＥＸ１＿１の内面に
連結される。具体的に、光源４００の基板ＳＵＢは第１＿２延長部ＥＸ１＿２の下部で第
１＿１延長部ＥＸ１＿１の内面に連結される。
【００８５】
　第１方向Ｄ１で第１＿２延長部ＥＸ１＿２の所定の領域及び第１傾斜部ＳＰ１は導光板
３００の一側３００ａの所定の領域とオーバーラップされるように配置される。光源４０
０は導光板３００の一側面３００ａと第１距離Ｌ１を置いて配置さ厚される。具体的に、
光源４００の光源ソースユニットＬＳＵと導光板３００の一側面３００ａは第１距離Ｌ１
を置いて配置される。第１＿２延長部ＥＸ１＿２は第３方向Ｄ３に第１厚さＴ１を有する
。
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【００８６】
　第１反射部材ＲＦ１は光を反射させる材質で構成されることができる。例えば、第１反
射部材ＲＦ１は光を反射させる二酸化チタニウムＴｉＯ２を包含することができる。二酸
化チタニウムＴｉＯ２は入射される光の８５％を反射させ、１５％を透過させる。第１方
向Ｄ１において第１反射部材ＲＦ１の幅は２ｍｍに形成され得る。
【００８７】
　第１反射部材ＲＦ１は第１＿２延長部ＥＸ１＿２の下面に配置される。第１反射部材Ｒ
Ｆ１は第１方向Ｄ１において導光板３００の一側面３００ａから光源４００が配置された
方向に第１距離Ｌ１の約半分に対応される第２距離Ｌ２ぐらい延長される。また、第１反
射部材ＲＦ１は第１方向Ｄ１において導光板３００の一側面３００ａから光源４００が配
置された方向と反対方向に第２距離Ｌ２より大きい第３距離Ｌ３程度延長される。
【００８８】
　第１＿２延長部ＥＸ１＿２は樹脂モールド部材ＲＩＮ及び樹脂モールド部材ＲＩＮに収
容される複数の拡散部材Ｄ＿Ｐを含む。拡散部材Ｄ＿Ｐは樹脂モールド部材ＲＩＮと異な
る屈折率を有する。例えば、樹脂モールド部材ＲＩＮはポリカーボネート（ｐｏｌｙｃａ
ｒｂｏｎａｔｅ）を含む。拡散部材Ｄ＿Ｐはポリカーボネートと異なる屈折率を有するシ
リコン粒子を包含することができる。
【００８９】
　導光板３００の下面には複数の散乱パターンＰＴＮが配置される。散乱パターンＰＴＮ
は入射された光を上部方向に反射及び拡散させ得る。
【００９０】
　第１方向Ｄ１で光学シート２００の一側の所定の領域は第１＿２延長部ＥＸ１＿２上に
配置される。表示パネル１００の一側の所定の領域は第１＿１延長部ＥＸ１＿１上に配置
される。
【００９１】
　表示パネル１００、光学シート２００、及び導光板３００が第２及び第３フレーム部材
ＦＲ２、ＦＲ３に配置される構成は以下、図１０及び図１１を参照して詳細に説明される
。
【００９２】
　図６は図５に図示されたＩ－Ｉ’線の断面で光の進行経路を示した図面である。
【００９３】
　図６を参照すれば、光源４００で生成された光は導光板３００へ提供される。散乱パタ
ーンＰＴＮが導光板３００に配置されない場合、光は導光板３００で全反射されて導光板
３００の上面を透過しないことがあり得る。
【００９４】
　散乱パターンＰＴＮは導光板と外部空気層の境界面で内部全反射条件（ｔｏｔａｌ　ｉ
ｎｔｅｒｎａｌ　ｒｅｆｌｅｃｔｉｏｎ　ｃｏｄｉｔｉｏｎ）を破壊させる。したがって
、散乱パターンＰＴＮで反射及び拡散された光は導光板３００の上面を透過することがで
きる。即ち、散乱パターンＰＴＮによって均一な輝度の光が導光板３００の上部方向に提
供され得る。
【００９５】
　前述したように、反射板５００は導光板３００の下部に放出される光を上部方向に反射
させる。
【００９６】
　光源４００で生成された一部の光は光源４００と導光板３００との間で上部方向に提供
されて第１＿２延長部ＥＸ１＿２及び第１反射部材ＲＦ１へ提供され得る。第１＿２延長
部ＥＸ１＿２は光源４００で提供された光を拡散させる。具体的に、光源４００で提供さ
れた光は第１＿２延長部ＥＸ１＿２の拡散部材Ｄ＿Ｐによって拡散される。
【００９７】
　第１反射部材ＲＦ１は光源４００から提供された光を下部方向に反射させる。また、第
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１反射部材ＲＦ１は導光板３００の一側３００ａに隣接する導光板３００の所定の領域で
上部方向に提供される光を下部方向に反射させることができる。
【００９８】
　光源４００で第１＿２延長部ＥＸ１＿２及び第１反射部材ＲＦ１へ提供される光は、第
１＿２延長部ＥＸ１＿２によって上部方向に拡散され、第１反射部材ＲＦ１によって下部
方向に反射されて導光板３００で上部方向に提供される光と均一な輝度を有するように調
節され得る。
【００９９】
　例えば、第１反射部材ＲＦ１が使用されない場合、第１＿２延長部ＥＸ１＿２で上部方
向に提供される光は、導光板３００で上部方向に提供される光より高い輝度を有すること
ができる。しかし、第１反射部材ＲＦ１によって光源４００から提供される光の一部が反
射されて、第１＿２延長部ＥＸ１＿２で上部方向に提供される光が導光板３００で上部方
向に提供される光と均一な輝度を有するように調節される。
【０１００】
　望ましい実施形態として第、１反射部材ＲＦ１が、導光板３００の一側面３００ａ（図
５）において光源４００が配置された方向に第１距離Ｌ１の約半分に対応される第２距離
Ｌ２程度に延長される場合、第１＿２延長部ＥＸ１＿２で上部方向に提供される光が導光
板３００で上部方向に提供される光と均一な輝度を有するように調節され得る。
【０１０１】
　また、第１＿２延長部ＥＸ１＿２の拡散部材Ｄ＿Ｐの密度は導光板３００で上部方向に
提供される光と均一な輝度を有するように調節される。望ましい実施形態として拡散部材
Ｄ＿Ｐの密度は１３０００００／ｍｍ３乃至２００００００／ｍｍ３に形成され得る。即
ち、単位体積（ｍｍ３）当たり、拡散部材Ｄ＿Ｐは、１３０００００個乃至２０００００
０個の粒子（例えば、シリコン粒子を包含することができる。
【０１０２】
　望ましい実施形態として、拡散部材Ｄ＿Ｐの密度は、１３０００００／ｍｍ３乃至２０
０００００／ｍｍ３に形成され、第１反射部材ＲＦ１が導光板３００の一側面３００ａ（
図５）で光源４００が配置された方向に第１距離Ｌ１の半分に対応される第２距離Ｌ２程
度に延長される場合、第１＿２延長部ＥＸ１＿２で上部方向に提供される光が導光板３０
０で上部方向に提供される光と均一な輝度を有するように調節され得る。
【０１０３】
　第１＿２延長部ＥＸ１＿２と導光板３００で上部方向に提供される光は光学シート２０
０へ提供される。光学シート２００は第１＿２延長部ＥＸ１＿２及び導光板３００から提
供された光を拡散させ上部方向に集光して表示パネル１００へ提供する。表示パネル１０
０は光学シート２００から提供された光の透過率を調節して映像を表示する。
【０１０４】
　第１フレーム部材ＦＲ１とオーバーラップされる表示パネル１００の領域は第１表示領
域ＤＡ１として定義され得る。第１フレーム部材ＦＲ１は、光源４００と導光板３００と
の間で発生する光漏れを遮断するために光吸収物質で構成されることができる。このよう
な場合、第１表示領域ＤＡ１には光が提供されないことがあり得る。したがって、表示パ
ネル１００の第１表示領域ＤＡ１は非活性領域になって映像を表示することができない。
【０１０５】
　しかし、本発明の第１フレーム部材ＦＲ１は、光源４００と導光板３００との間で光源
４００から提供される光を拡散及び反射させて導光板３００で上部方向に提供される光と
均一な輝度を有するように調節して上部方向に提供することができる。したがって、表示
パネル１００の第１表示領域ＤＡ１にも光が提供されて映像が表示され得る。即ち、映像
を表示する表示パネル１００の表示領域が拡張され得る。
【０１０６】
　結果的に、本発明のバックライトユニットＢＬＵ及びそれを含む表示装置６００は表示
パネル１００の表示領域を拡張させることができる。
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【０１０７】
　図７は多様な拡散部材の密度にしたがう出力を表示したグラフである。
【０１０８】
　図７で横軸には光源４００が配置された領域として定義される入光部からの距離が表示
される。縦軸には単位面積（ｍｍ２）当たりの出力（ワットＷ）が表示される。一般的に
ワットＷは照明の出力で定義され得る。照度は単位面積（ｍｍ２）当たりワットＷに比例
する。したがって、単位面積当たり出力が高いほど、高い照度を有し、単位面積当たり出
力が低いほど、低い照度を有する。即ち、単位面積当たり出力が高いほど、高い明るさを
有し、単位面積当たり出力が低いほど、低い明るさを有する。
【０１０９】
　図７に図示された単位面積（ｍｍ２）当たりワットＷを表示したグラフは、対応する照
度の相対的な大きさを示した図面としても見ることができる。図７に図示されたブラック
モールドは、第１フレーム部材ＦＲ１が光吸収物質で構成される場合のグラフを図示する
。
【０１１０】
　第１反射部材ＲＦ１は、第１方向Ｄ１に導光板３００の一側面３００ａ（図５）から光
源４００が配置された方向に第１距離Ｌ１の半分に対応される第２距離Ｌ２程度に延長さ
れ、導光板３００の一側面３００ａ（図５）から光源４００が配置された方向と反対方向
に第２距離Ｌ２より大きい第３距離Ｌ３程度に延長される。
【０１１１】
　図７を参照すれば、第１フレーム部材ＦＲ１がブラックモールドに構成される場合、入
光部で上部方向に提供される光の照度は０ワットに対応される。即ち、第１フレーム部材
ＦＲ１がブラックモールドに構成される場合、入光部で上部方向に光が提供されない。よ
り具体的には、図７において入光部に近い０ｍｍ近傍においては、光の照度は０ワットで
ある。図示していないが、第１フレーム部材ＦＲ１の外面から導光板３００の一側面まで
の距離は３．４ｍｍに設定され得る。
【０１１２】
　図７に図示されたグラフで均一度は最大値及び最小値の比率によって定義される。例え
ば、最小値を最大値で割る値が均一度として定義され得る。均一度が７０％より大きいか
、或いは同一である場合、光の明るさ差を観察者が認識することができない。即ち、最小
値を最大値で割る値が０．７より大きいか、或いは同一である場合、光の明るさ差を観察
者が認識することができない。照度はワットに比例するので、均一度は光の均一度として
定義され得る。
【０１１３】
　以下、方向に前記導光板が配置された方向に３０ｍｍまでの領域は観察領域として定義
される。
【０１１４】
　表示装置６００の平面上で観察領域の均一度が７０％より大きいか、或いは同一である
場合、観察領域で第１フレーム部材ＦＲ１で上部方向に提供される光と導光板３００で上
部方向に提供される光は観察者によって区分されない。即ち、観察領域の光の均一度が７
０％より大きいか、或いは同一である場合、観察者は観察領域で第１フレーム部材ＦＲ１
で上部方向に提供される光と導光板３００で上部方向に提供される光を互いに均一な明る
さを有する光として認識する。
【０１１５】
　しかし、観察領域の光の均一度が７０％より小さい場合、観察者は観察領域で第１フレ
ーム部材ＦＲ１で上部方向に提供される光と導光板３００で上部方向に提供される光を互
いに均一でない異なる明るさの光として認識する。
【０１１６】
　例えば、観察領域で７５００００／ｍｍ３の密度を有する拡散部材Ｄ＿Ｐの最大ワット
は大略５４０００ワットであり、最小ワットは大略３００００ワットであり得る。即ち、
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７５００００／ｍｍ３の密度を有する拡散部材Ｄ＿Ｐによって観察領域は大略５４０００
ワットに対応される最大照度を有し、大略３００００ワットに対応される最小照度を有す
る。このような場合、観察領域の均一度は大略５６％である。即ち、７５００００／ｍｍ
３の密度を有する拡散部材Ｄ＿Ｐによって観察領域の光の均一度は大略５６％に設定され
得る。
【０１１７】
　したがって、７５００００／ｍｍ３の密度を有する拡散部材Ｄ＿Ｐによって観察領域で
第１フレーム部材ＦＲ１で上部方向に提供される光と導光板３００で上部方向に提供され
る光は互いに均一でない異なる明るさの光として観察者に認識され得る。
【０１１８】
　観察領域で１３０００００／ｍｍ３の密度を有する拡散部材Ｄ＿Ｐの最大ワットは大略
４２０００ワットであり、最小ワットは大略３００００ワットであり得る。即ち、１３０
００００／ｍｍ３の密度を有する拡散部材Ｄ＿Ｐによって観察領域は大略４２０００ワッ
トに対応される最大照度を有し、大略３００００ワットに対応される最小照度を有する。
このような場合、観察領域の均一度は大略７０％である。即ち、１３０００００／ｍｍ３

の密度を有する拡散部材Ｄ＿Ｐによって観察領域の光の均一度は大略７０％に設定され得
る。
【０１１９】
　したがって、１３０００００／ｍｍ３の密度を有する拡散部材Ｄ＿Ｐによって観察領域
で第１フレーム部材ＦＲ１で上部方向に提供される光と導光板３００で上部方向に提供さ
れる光は互いに均一な明るさの光として観察者に認識され得る。
【０１２０】
　１５０００００／ｍｍ３、１７０００００／ｍｍ３、及び２００００００／ｍｍ３の密
度を有する拡散部材Ｄ＿Ｐにしたがう観察領域の光の均一度は７０％より大きいか、或い
は同一に設定され得る。したがって、１５０００００／ｍｍ３、１７０００００／ｍｍ３

、及び２００００００／ｍｍ３の密度を有する拡散部材Ｄ＿Ｐによって観察領域で第１フ
レーム部材ＦＲ１で上部方向に提供される光と導光板３００で上部方向に提供される光は
互いに均一な明るさの光として観察者に認識され得る。
【０１２１】
　しかし、観察領域で４５０００００／ｍｍ３の密度を有する拡散部材Ｄ＿Ｐの最大ワッ
トは大略３３０００ワットであり、最小ワットは大略１９０００ワットであり得る。即ち
、４５０００００／ｍｍ３の密度を有する拡散部材Ｄ＿Ｐによって観察領域は大略３３０
００ワットに対応される最大照度を有し、大略１９０００ワットに対応される最小照度を
有する。このような場合、観察領域の均一度は大略５８％である。即ち、４５０００００
／ｍｍ３の密度を有する拡散部材Ｄ＿Ｐによって観察領域の光の均一度は大略５８％に設
定され得る。また、３３０００００／ｍｍ３及び２８０００００／ｍｍ３の密度を有する
拡散部材Ｄ＿Ｐにしたがう観察領域の光の均一度は７０％より小さく設定され得る。
【０１２２】
　４５０００００／ｍｍ３、３３０００００／ｍｍ３、及び２８０００００／ｍｍ３の密
度を有する拡散部材Ｄ＿Ｐによって観察領域で第１フレーム部材ＦＲ１で上部方向に提供
される光と導光板３００で上部方向に提供される光は互いに均一でない異なる明るさの光
として観察者に認識され得る。
【０１２３】
　前述した図７に図示されたグラフの分析で、拡散部材Ｄ＿Ｐの密度は１３０００００／
ｍｍ３乃至２００００００／ｍｍ３に形成される場合、観察領域で第１フレーム部材ＦＲ
１で上部方向に提供される光と導光板３００で上部方向に提供される光は互いに均一な明
るさの光として観察者に認識され得る。また、導光板３００は、導光板３００の全体領域
で均一な輝度を有する光を上部方向に提供することができる。即ち、拡散部材Ｄ＿Ｐの密
度が１３０００００／ｍｍ３乃至２００００００／ｍｍ３に形成される場合、第１フレー
ム部材ＦＲ１で上部方向に提供される光と導光板３００で上部方向に提供される光は互い
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に均一な明るさの光として観察者に認識され得る。
【０１２４】
　図８Ａは図２で図示された第１＿２延長部ＥＸ１＿２及び第１傾斜部ＳＰ１を上部方向
に透過する光を示した図面である。図８Ｂは図８Ａに図示された第１傾斜部ＳＰ１及び第
１＿２延長部ＥＸ１＿２に対応する表示パネル１００の第１領域Ａ１を示した図面である
。図９Ａは第１傾斜部ＳＰ１が無い場合、第１＿２延長部ＥＸ１＿２を上部方向に透過す
る光を示した図面である。図９Ｂは図９Ａに図示された第１＿２延長部ＥＸ１＿２に対応
される表示パネル１００の第２領域Ａ２を示した図面である。
【０１２５】
　図８Ａ及び図８Ｂを参照すれば、前述したように、第１傾斜部ＳＰ１の他側面ＳＰ１ｂ
（図２）は第１方向Ｄ１を基準に下部に所定の角度に傾いた傾斜面に形成される。
【０１２６】
　第１フレーム部材ＦＲ１は１００％の光透過率を有することがあり得る。即ち、第１フ
レーム部材ＦＲ１は１００％より小さい光透過率を有することができる。このような場合
、第１フレーム部材ＦＲ１の光透過率は第１フレーム部材ＦＲ１の厚さに反比例すること
ができる。即ち、第１フレーム部材ＦＲ１の厚さが大きいほど、光透過率は低くなり、第
１フレーム部材ＦＲ１の厚さが小さいほど、光透過率は高くなる。
【０１２７】
　したがって、下部で上部方向に第１傾斜部ＳＰ１を透過する光の透過率は第１＿２延長
部ＥＸ１＿２から遠く位置する第１傾斜部ＳＰ１の端部に行くほど、増加する。説明を簡
単にするため光の透過率は矢印の長さを用いて図示した。即ち、第１＿２延長部ＥＸ１＿
２は一定な厚さを有するので、第１傾斜部ＳＰ１を透過する光の透過率は第１＿２延長部
ＥＸ１＿２に近くなるほど、漸進的に減少し、第１＿２延長部ＥＸ１＿２から一定に維持
される。
【０１２８】
　このような場合、図８Ｂに示したように、表示パネル１００の第１領域Ａ１で第１傾斜
部ＳＰ１の一側面ＳＰ１ａ（図２）、つまり第１傾斜部ＳＰ１のうち第１＿２延長部ＥＸ
１＿２に隣接する一側面ＳＰ１ａ（図２）に対応される領域に行くほど、光の輝度は漸進
的に減少され、第１＿２延長部ＥＸ１＿２に対応される表示パネル１００の領域から一定
に維持され得る。
【０１２９】
　図９Ａ及び図９Ｂを参照すれば、第１傾斜部ＳＰ１が無く、第１フレーム部材ＦＲ１が
１００％より小さい光透過率を有することができる。したがって、第１＿２延長部ＥＸ１
＿２によって光の透過率が低下される。このような場合、図９Ｂに示したように、表示パ
ネル１００の領域の光の輝度は第２領域Ａ２で急激に減少され得る。即ち、第１＿２延長
部ＥＸ１＿２の形状が明確に表示パネル１００に視認される。
【０１３０】
　しかし、本発明の第１傾斜部ＳＰ１によって第１領域Ａ１で第１傾斜部ＳＰ１の一側面
ＳＰ１ａ（図２）に対応される領域に行くほど、光の輝度が漸進的に減少され得る。した
がって、図９Ｂに示したように光の輝度が急激に減少されないので、第１＿２延長部ＥＸ
１＿２の形状が表示パネル１００に視認されないことがあり得る。
【０１３１】
　図１０は図２に図示されたフレーム部材が図１に図示された保護部材１０に収容された
状態で図１に図示されたＩＩ－ＩＩ’線の断面図である。図１１は図２に図示された第３
フレーム部材ＦＲ３に図１に図示された導光板３００を安着させた状態の上部平面を示し
た図面である。図１２及び図１３は図１に図示された導光板３００の下部に配置された散
乱パターンを平面上で示す図面である。
【０１３２】
　図１０、図１１、及び図１２を参照すれば、表示パネル１００、光学シート２００、導
光板３００、光源４００、反射板５００、及び第２及び第３フレーム部材ＦＲ２、ＦＲ３
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は保護部材１０に収容される。
【０１３３】
　第３延長部ＥＸ３の第３＿１延長部ＥＸ３＿１の外面は第２方向Ｄ２側において保護部
材１０の一側の内面に配置される。図示せずが、第２延長部ＥＸ２の第２＿１延長部ＥＸ
２＿１の外面は第１方向Ｄ１側において保護部材１０の一側の内面１０ｃ（図１）に接触
されるように配置され、第４延長部ＥＸ４の第４＿１延長部ＥＸ４＿１の外面は第２方向
Ｄ２側において保護部材１０の他側の内面１０ｄ（図１）に配置される。
【０１３４】
　第６＿１延長部ＥＸ６＿１の上面及び外面は第３＿２延長部ＥＸ３＿２の下面及び第３
＿２延長部ＥＸ３＿２の下部で第３＿１延長部ＥＸ３＿１の内面に配置される。図示せず
が、第４延長部ＥＸ４及び第７延長部ＥＸ７の配置構成は第３延長部ＥＸ３及び第６延長
部ＥＸ６と実質的に同一である。例えば、第７＿１延長部ＥＸ７＿１の上面及び外面は第
４＿２延長部ＥＸ４＿２の下面及び第４＿２延長部ＥＸ４＿２の下部で第４＿１延長部Ｅ
Ｘ４＿１の内面に配置される。
【０１３５】
　第３＿１延長部ＥＸ３＿１は第３方向Ｄ３に第１高さＨ１を有する。第３＿２延長部Ｅ
Ｘ３＿２は第３方向Ｄ３に第３＿１延長部ＥＸ３＿１の上部から下部に第２高さＨ２程度
に離隔されて第３＿１延長部ＥＸ３＿１の内面に連結される。
【０１３６】
　図示せずが、第２＿１延長部ＥＸ２＿１及び第４＿１延長部ＥＸ４＿１は第１高さＨ１
を有する。また、第２＿２延長部ＥＸ２＿２は第２＿１延長部ＥＸ２＿１の上部から下部
に第２高さＨ２程度離隔されて第２＿１延長部ＥＸ２＿１の内面に連結される。第４＿２
延長部ＥＸ４＿２は、第４＿１延長部ＥＸ４＿１の上部から下部に第２高さＨ２程度離隔
されて第４＿１延長部ＥＸ４＿１の内面に連結される。
【０１３７】
　第３＿２延長部ＥＸ３＿２の上面と導光板３００の上面との間の高さは第３高さＨ３と
して定義され得る。第３＿２延長部ＥＸ３＿２は第３方向Ｄ３に第２厚さＴ２を有する。
第２厚さＴ２は第３高さＨ３と同一である。即ち、第２厚さＴ２は第１厚さＴ１より大き
い。図示していないが、第２＿２延長部ＥＸ２＿２及び第４＿２延長部ＥＸ４＿２も第３
方向Ｄ３に第２厚さＴ２を有する。
【０１３８】
　図１１に示したように、導光板３００は第３フレーム部材ＦＲ３に安着される。第１方
向Ｄ１側において導光板３００の他側の所定の領域は第５延長部ＥＸ５に配置され、第２
方向Ｄ２側において導光板３００の両側の所定の領域は第６延長部ＥＸ６及び第７延長部
ＥＸ７に配置される。
【０１３９】
　具体的に、図１０に示したように、第２方向Ｄ２側において導光板３００の一側の所定
の領域は第６＿２延長部ＥＸ６＿２上に配置される。図示せずが、導光板３００が第５延
長部ＥＸ５及び第７延長部ＥＸ７に配置される構成は実質的に導光板３００が第６延長部
ＥＸ６に配置される構成と同一である。例えば、第２方向Ｄ２側において導光板３００の
他側の所定の領域は第７＿２延長部ＥＸ７＿２上に配置される。やはり図示せずが、第１
方向Ｄ１側において導光板３００の他側の所定の領域は第５＿２延長部ＥＸ５＿２上に配
置される。
【０１４０】
　導光板３００は第２フレーム部材ＦＲ２によって固定される。第１方向Ｄ１側において
導光板３００の他側の所定の領域は第２延長部ＥＸ２によって固定され、第２方向Ｄ２側
において導光板３００の両側の所定の領域は第３延長部ＥＸ３及び第４延長部ＥＸ４によ
って固定される。
【０１４１】
　具体的に、図１０に示したように、第２方向Ｄ２側において導光板３００の一側の所定
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の領域上に第３＿２延長部ＥＸ３＿２が配置される。図示せずが、導光板３００が第２延
長部ＥＸ２及び第４延長部ＥＸ４によって固定される構成は実質的に導光板３００が第３
延長部ＥＸ３によって固定される構成と同一である。例えば、第１方向Ｄ１側において導
光板３００の他側の所定の領域上に第２＿２延長部ＥＸ２＿２が配置され、第２方向Ｄ２
側において導光板３００の他側の所定の領域上に第４＿２延長部ＥＸ４＿２が配置される
。
【０１４２】
　光学シート２００は第１フレーム部材ＦＲ１及び第２フレーム部材ＦＲ２に安着される
。第１方向Ｄ１側において光学シート２００の両側の所定の領域は第１延長部ＥＸ１及び
第２延長部ＥＸ２に配置され、第２方向Ｄ２側において光学シート２００の両側の所定の
領域は第３延長部ＥＸ３及び第４延長部ＥＸ４に配置される。
【０１４３】
　具体的に、先に、図５で説明されたように、第１方向Ｄ１側において光学シート２００
の一側の所定の領域は第１＿２延長部ＥＸ１＿２上に配置される。また、図１０に示した
ように、第２方向Ｄ２側において光学シート２００の一側の所定の領域は第３＿２延長部
ＥＸ３＿２上に配置される。
【０１４４】
　図示せずが、光学シート２００が第２延長部ＥＸ２及び第４延長部ＥＸ４によって安着
される構成は、実質的に光学シート２００が第３延長部ＥＸ３によって安着される構成と
同一である。例えば、第１方向Ｄ１側において光学シート２００の他側の所定の領域は第
２＿２延長部ＥＸ２＿２上に配置され、第２方向Ｄ２側において光学シート２００の他側
の所定の領域は第４＿２延長部ＥＸ４＿２上に配置される。
【０１４５】
　第１方向Ｄ１側において表示パネル１００の両側の所定の領域は第１延長部ＥＸ１及び
第２延長部ＥＸ２に配置され、第２方向Ｄ２側において表示パネル１００の両側の所定の
領域は第３延長部ＥＸ３及び第４延長部ＥＸ４に配置される。
【０１４６】
　具体的に、先に、図５で説明されたように、第１方向Ｄ１側において表示パネル１００
の一側の所定の領域は第１＿１延長部ＥＸ１＿１上に配置される。また、図１０に示した
ように、第２方向Ｄ２側において表示パネル１００の一側の所定の領域は第３＿１延長部
ＥＸ３＿１上に配置される。図示せずが、第１方向Ｄ１側において表示パネル１００の他
側の所定の領域は第２＿１延長部ＥＸ２＿１上に配置され、第２方向Ｄ２側において表示
パネル１００の他側の所定の領域は第４＿１延長部ＥＸ４＿１上に配置される。
【０１４７】
　前述したように散乱パターンＰＴＮが導光板３００の下面に配置される。散乱パターン
ＰＴＮは複数の行及び列に配置され得る。
【０１４８】
　図１１及び図１２に示したように、散乱パターンＰＴＮは第２方向Ｄ２に導光板３００
の下面の両側に配置された複数の第１散乱パターンＰＴＮ１及び導光板３００の下面の両
側の間に配置された複数の第２散乱パターンＰＴＮ２を含む。第１及び第２散乱パターン
ＰＴＮ１、ＰＴＮ２は円形に形成され得る。
【０１４９】
　第１散乱パターンＰＴＮ１は、第２方向Ｄ２側での導光板３００の一側と他側において
、第１方向Ｄ１を行とした所定の個数の行の形態に配置され得る。例えば、第１散乱パタ
ーンＰＴＮ１は第２方向Ｄ２側における導光板３００の一側と他側において、第１方向Ｄ
１に２つの行に配置され得る。
【０１５０】
　第２散乱パターンＰＴＮ２は第１方向Ｄ１に沿って漸次的に大きい大きさを有する。第
２散乱パターンＰＴＮ２の大きさが多くなるほど、さらに多い光が提供されて光を散乱さ
せることができる。したがって、散乱パターンＰＴＮが第１方向Ｄ１側において入光部か
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ら離れても、導光板３００での輝度が低下されず、光の均一度が維持され得る。
【０１５１】
　図１２に示したように、第１散乱パターンＰＴＮ１は、第２散乱パターンＰＴＮ２の中
で最も大きい第２散乱パターンＰＴＮ２より大きい大きさを有することができる。
【０１５２】
　図１３に示したように、第１散乱パターンＰＴＮ１は、第１方向Ｄ１に沿って漸次的に
大きい大きさを有することができる。また、第２方向Ｄ２において同一列に配列された第
１散乱パターンＰＴＮ１は、同一列に配列された第２散乱パターンＰＴＮ２より大きい大
きさを有することができる。
【０１５３】
　第２フレーム部材ＦＲ２の第２、第３、及び第４傾斜部ＳＰ２、ＳＰ３、ＳＰ４の構成
は実質的に第１傾斜部ＳＰ１と同一である。即ち、第２、第３、及び第４傾斜部ＳＰ２、
ＳＰ３、ＳＰ４は、第２、第３、及び第４傾斜部ＳＰ２、ＳＰ３、ＳＰ４を透過する光に
したがう輝度を漸進的に減少させる。したがって、第２、第３、及び第４傾斜部ＳＰ２、
ＳＰ３、ＳＰ４によって図９Ｂに示したように光の輝度が急激に減少されないので、第２
＿２延長部ＥＸ２＿２、第３＿２延長部ＥＸ３＿２、及び第４＿２延長部ＥＸ４＿２の形
状が表示パネル１００に視認されないことがあり得る。
【０１５４】
　図１４は図１０に図示されたＩＩ－ＩＩ’線の断面で光の進行経路を示した図面である
。
【０１５５】
　図１４を参照すれば、前述したように第２散乱パターンＰＴＮ２は第１方向Ｄ１に沿っ
て漸次的に大きい大きさを有するので、均一な輝度の光が上部方向に提供される。
【０１５６】
　第６延長部ＥＸ６の第６＿１延長部ＥＸ６＿１とオーバーラップされる表示パネル１０
０の領域は第２表示領域ＤＡ２として定義され得る。示したように第２表示領域ＤＡ２は
導光板３００とオーバーラップされない。
【０１５７】
　第１散乱パターンＰＴＮ１が使用されず、第１散乱パターンＰＴＮ１が配置された領域
に第２散乱パターンＰＴＮ２が配置され得る。また、第３フレーム部材ＦＲ３が黒色モー
ルドに形成され得る。このような場合、第１散乱パターンＰＴＮ１より小さい大きさを有
する第２散乱パターンＰＴＮ２によって散乱された光は、第２表示領域ＤＡ２へ提供され
ないことがあり得る。また、第２表示領域ＤＡ２は第３フレーム部材ＦＲ３によって黒色
に視認される。したがって、表示パネル１００の第２表示領域ＤＡ２は非活性領域になっ
て映像を表示することができない。
【０１５８】
　しかし、第２方向Ｄ２に導光板３００の下面の両側に配置された第１散乱パターンＰＴ
Ｎ１は第２散乱パターンＰＴＮ２より大きい大きさを有する。したがって、第１散乱パタ
ーンＰＴＮ１は第２散乱パターンＰＴＮ２よりさらに多い光が提供されて光を散乱させる
ことができる。また、第３フレーム部材ＦＲ３は黒色モールドに形成されず、光を透過さ
せることができる光透過性物質で形成される。このような場合、表示パネル１００の第２
表示領域ＤＡ２は黒色に視認されなく、第２表示領域ＤＡ２まで光が提供され得る。
【０１５９】
　図示せずが、第２散乱パターンＰＴＮ２によって第７延長部ＥＸ７の第７＿１延長部Ｅ
Ｘ７＿１とオーバーラップされる表示パネル１００の第２表示領域ＤＡ２まで光が提供さ
れ得る。
【０１６０】
　したがって、表示パネル１００の第２表示領域ＤＡ２にも光が提供されて映像が表示さ
れ得る。即ち、映像を表示する表示パネル１００の表示領域が拡張され得る。
【０１６１】
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　結果的に、本発明のバックライトユニットＢＬＵ及びそれを含む表示装置６００は表示
パネル１００の表示領域を拡張させることができる。
【０１６２】
　図１５及び図１６は本発明の他の実施形態による表示装置の第３フレーム部材を示した
図面である。
【０１６３】
　説明を簡単にするため図１５及び図１６は図１に図示されたＩＩ－ＩＩ’線の断面で光
の進行経路を図示した。図１５及び図１６に図示された表示装置は第３フレーム部材ＦＲ
３の構成が異なることを除外すれば、図１及び図２に図示された表示装置１００と同一な
構成を有する。したがって、以下第３フレーム部材ＦＲ３に対する構成のみが説明される
。
【０１６４】
　また、本発明の他の実施形態による表示装置７００の第３フレーム部材ＦＲ３の第６延
長部ＥＸ６及び第７延長部ＥＸ７は実質的に同一の構成を有する。したがって、説明を簡
単にするため図１５には第６延長部ＥＸ６の構成のみが図示された。
【０１６５】
　図１５を参照すれば、第５＿２延長部ＥＸ５＿２、第６＿２延長部ＥＸ６＿２、及び第
７＿２延長部ＥＸ７＿２は、各々第５＿１延長部ＥＸ５＿１の内面、第６＿１延長部ＥＸ
６＿１の内面、及び第７＿１延長部ＥＸ７＿１の内面に各々概ね垂直に配置され得る。
【０１６６】
　第３フレーム部材ＦＲ３は、第１散乱パターンＰＴＮ１に隣接する第６延長部ＥＸ６の
第６＿１延長部ＥＸ６＿１の内面に配置された第２反射部材ＲＦ２を含む。図示せずが、
第１散乱パターンＰＴＮ１に隣接する第７延長部ＥＸ７の第７＿１延長部ＥＸ７＿１の内
面にも第２反射部材ＲＦ２が配置される。
【０１６７】
　第２反射部材ＲＦ２が使用されない場合、第１散乱パターンＰＴＮで散乱された光は光
透過性物質で形成された第３フレーム部材ＦＲ３を透過して外部へ提供され得る。即ち、
光の損失が発生され得る。
【０１６８】
　しかし、第６＿１延長部ＥＸ６＿１及び第７＿１延長部ＥＸ７＿１の内面に配置された
第２反射部材ＲＦ２は第３フレーム部材ＦＲ３に向かう光を反射させて再び導光板３００
に提供することができる。したがって、光の損失が防止され得る。
【０１６９】
　図１６を参照すれば、第６＿２延長部ＥＸ６＿２とオーバーラップされない第６＿１延
長部ＥＸ６＿１の内面は上部方向を基準に第６＿１延長部ＥＸ６＿１の外面方向に所定の
角度に傾いた傾斜面に形成され得る。上部方向を基準に第６＿１延長部ＥＸ６＿１の傾斜
面の角度は３０°乃至６０°に形成され得る。つまり、第６＿１延長部ＥＸ６＿１の傾斜
面と第３方向Ｄ３との角度は３０°乃至６０°に形成され得る。第６＿１延長部ＥＸ６＿
１の傾斜面には第２反射部材ＲＦ２が配置され得る。
【０１７０】
　図示せずが、第７＿２延長部ＥＸ７＿２とオーバーラップされない第７＿１ＥＸ７＿１
延長部の内面は上部方向を基準に第７＿１延長部ＥＸ７＿１の外面方向に所定の角度に傾
いた傾斜面に形成され得る。上部方向を基準に第７＿１延長部ＥＸ７＿１の傾斜面の角度
は３０°乃至６０°に形成され得る。第７＿１延長部ＥＸ７＿１の傾斜面には第２反射部
材ＲＦ２が配置され得る。
【０１７１】
　第６＿１延長部ＥＸ６＿１の外面は第３＿２延長部ＥＸ３＿２の下部で第３＿１延長部
ＥＸ３＿１の内面に配置される。第６＿１延長部ＥＸ６＿１の傾斜面は第３＿２延長部Ｅ
Ｘ３＿２の下部に配置される。
【０１７２】
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　図示せずが、第７＿１延長部ＥＸ７＿１の外面は第４＿２延長部ＥＸ４＿２の下部で第
４＿１延長部ＥＸ４＿１の内面に配置される。第７＿１延長部ＥＸ７＿１の傾斜面は第４
＿２延長部ＥＸ４＿２の下部に配置される。
【０１７３】
　第６＿１延長部ＥＸ６＿１及び第７＿１延長部ＥＸ７＿１の傾斜面に配置された第２反
射部材ＲＦ２は第３フレーム部材ＦＲ３に向かう光を反射させて表示パネル１００の第２
表示領域ＤＡ２に提供することができる。したがって、光の損失が防止され、表示パネル
１００の第２表示領域ＤＡ２に光が提供され得る。
【０１７４】
　第３フレーム部材ＦＲ３を除外し、図１５及び図１６に図示された表示装置の構成は実
質的に、図１及び図２に図示された表示装置と同一の構成を有する。
【０１７５】
　結果的に、本発明の他の実施形態によるバックライトユニットＢＬＵ及びそれを含む表
示装置７００は表示パネル１００の表示領域を拡張させることができる。
【０１７６】
　以上、実施形態を参照して説明したが、該当技術分野の熟練された当業者は下記の特許
請求の範囲に記載された本発明の思想及び領域から逸脱しない範囲内で本発明を多様に修
正及び変更させ得ることを理解できる。また、本発明に開示された実施形態は本発明の技
術思想を限定するためものでなく、下記の特許請求の範囲及びそれと同等な範囲内にある
全ての技術思想は本発明の権利範囲に含まれることと解析されなければならない。
【符号の説明】
【０１７７】
　１００・・・表示パネル
　２００・・・光学シート
　３００・・・導光板
　４００・・・光源
　５００・・・反射板
　６００、７００・・・表示装置
　１０・・・保護部材
　ＢＬＵ・・・バックライトユニット
　ＦＲ１、ＦＲ２、ＦＲ３・・・第１、第２、及び第３フレーム部材
　ＥＸ１、ＥＸ２、ＥＸ３、ＥＸ４、ＥＸ５、ＥＸ６、ＥＸ７・・・第１乃至第７延長部
　ＰＴＮ・・・散乱パターン
　ＲＦ１、ＲＦ２・・・第１及び第２反射部材
　ＳＵＢ・・・基板
　ＬＳＵ・・・光源ユニット 
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